
万
全
な

水
際
対
策
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
発
生
、
特
に
、
海
外
か
ら

の
変
異
株
の
流
入
に
伴
っ
た
影

響
が
各
方
面
で
報
告
さ
れ
て
お

り
、
京
都
市
も
多
く
の
影
響
を

被
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
現
状

国
基
準
を
上
回
る
施
策
を
持

続
可
能
な
も
の
へ
と
見
直
す
必
要

（
敬
老
乗
車
証
制
度
・
国
民
健
康
保

険
料
の
負
担
軽
減
・
学
童
う
歯
対

策
な
ど
）
が
あ
る

今
後
、
公
共
施
設
の
更
新
が
集

中
し
、
多
額
の
経
費
を
要
す
る
見

込
み
で
あ
る
が
、
総
量
縮
減
に
向

け
た
目
標
設
定
、
ま
た
民
間
の
力

を
用
い
た
効
率
的
な
施
設
運
営
を

検
討
す
べ
き

平
成
19
年
度
か
ら
人
件
費
を
年

間
2
7
0
億
円
削
減
し
て
い
る
が
、

京
都
市
職
員
の
給
与
水
準
は
、
指

定
都
市
の
平
均
よ
り
高
く
、
一
定

の
見
直
し
を
行
う
べ
き

未
利
用
地
、
基
金
等
を
財
源
に

結
び
つ
け
る
た
め
の
積
極
的
な
活

用
、
ま
た
施
設
の
使
用
料
な
ど
、

な
お
減
免
が
必
要
な
の
か
ど
う
か

精
査
が
必
要
で
あ
る

ひ
と
と
企
業
に
選
ば
れ
る
戦
略

的
な
ま
ち
づ
く
り
、
ま
た
新
税
、

超
過
課
税
等
の
課
税
自
主
権
を
積

極
的
に
活
用
す
る
た
め
に
、
他
都

市
の
事
例
等
も
参
考
に
検
討
す
べ

き
将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
を

残
さ
な
い
た
め
、
必
要
性
・
緊
急

性
・
費
用
対
効
果
・
将
来
の
市
民

負
担
を
考
慮
し
徹
底
的
な
「
選
択

と
集
中
」
を
行
う
必
要
が
あ
る

地
方
交
付
税
の
必
要
額
確
保

に
向
け
た
国
へ
の
効
果
的
な
要
望

を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
・
府
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
一
層
京

都
府
と
の
議
論
を
重
ね
る
べ
き

毎
年
5
0
0
件
、
2
0
0
億
円
規

模
で
支
出
さ
れ
て
い
る
補
助
金
に

つ
い
て
総
点
検
を
実
施
す
べ
き

全
会
計
連
結
の
視
点
か
ら
の
繰

出
金
の
あ
り
方
、
特
に
積
極
的
な

浸
水
対
策
を
進
め
て
き
た
た
め
高

い
水
準
に
あ
る
公
共
下
水
道
事
業

繰
出
金
の
一
時
的
減
額
を
検
討
す

べ
き

三
位
一
体
改
革
以
降
、
地
方

交
付
税
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
京

都
市
の
財
政
状
況
は
厳
し
い
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
る
影
響
で
市
税
収
入
が
急
減

し
悪
化
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
京
都
市
で
は
、
こ
の
現
状
を

打
開
す
る
た
め
に
「
京
都
市
持
続

可
能
な
行
財
政
審
議
会
」
を
設
置

し
、
外
部
有
識
者
に
よ
る
活
発
な

議
論
を
経
て
、
3
月
23
日
に
京
都

市
へ
の
答
申
を
受
理
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
度
か

ら
７
年
度
を
計
画
期
間
と
し
、
と

り
わ
け
直
近
の
令
和
３
年
度
か
ら

５
年
度
の
3
年
間
を
、
危
機
的
な

状
況
を
克
服
し
、
財
政
運
営
に
道

筋
を
つ
け
る
「
集
中
改
革
期
間
」

と
す
る
行
財
政
改
革
計
画
を
策
定

し
ま
す
。
自
民
党
京
都
市
会
議
員

団
は
、
計
画
が
絵
空
事
と
な
ら
な

い
様
、
総
務
消
防
委
員
会
等
に
お

い
て
積
極
的
に
質
疑
・
提
言
を

行
っ
て
お
り
、
計
画
実
行
に
際
し

て
も
、
目
標
必
達
の
た
め
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

大切なワクチンを無駄に
しない取組

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種 

に
関
し
て

自民党京都市会議員団はこれらの取組の実現のため
しっかりと提言を続けていきます！！

1 個別接種の拡充

協力医療機関を983にまで拡充
（令和3年6月1日現在）

2 集団接種の拡充

①区・支所ごとに設置する14会場での実施
回数拡充

②平日における集団接種の新たな実施（イオ
ンモールKYOTO・西陣織会館）

③京都工場保健会・京都予防医学センターに
よる集団接種を6月18日以降も継続

④週末（土・日）等における病院等での集団
接種の実施

3 予約方法の変更

● 先着順を改め希望者全員の登録制とする

高齢者施設
● 

翌
日
の
接
種
予
定
者
を
繰
り

上
げ

● 

キ
ャ
ン
セ
ル
等
に
よ
り
端
数

と
な
る
人
数
の
接
種
を
後
日

に
変
更

● 

医
療
従
事
者
へ
の
接
種

● 

併
設
す
る
事
業
所
等
の
施
設

従
事
者
へ
の
接
種

医療機関
● 

翌
日
の
接
種
予
定
者
を
繰
り

上
げ

● 

医
療
従
事
者
へ
の
接
種

● 

既
に
接
種
券
を
お
持
ち
の
高

齢
者
に
声
を
か
け
て
接
種

● 

接
種
券
が
交
付
さ
れ
て
い
な

い
方
に
声
を
か
け
て
接
種

1 23の取組により、7月末までに70万回
を超える接種回数を確保

接種予約のキャンセルが発生した場合
キャンセル発生時、下記の方に速やかに連

絡できるよう、「あらかじめリストを作成する」
「声掛けをしておく」などの取組を実施

7月末までに
希望する全ての高齢者の
接種を完了させるための取組

それでもなお、ワクチンが余ってしまう場合には…
事前に作成したリストに基づき、地域で福祉活動等

に携わる方や京都市の救急隊員、保健師、ケースワー
カー、教職員等が医療機関に駆けつけて接種を受けま
す。

を
踏
ま
え
、
自
民
党
京
都

市
会
議
員
団
は
徹
底
し
た

一
層
の
「
水
際
対
策
」
が

重
要
で
あ
る
と
認
識
。
そ

こ
で
、
我
が
会
派
の
主
導

で
、「
入
国
に
お
け
る
万
全

な
水
際
対
策
を
求
め
る
意

見
書
」
を
提
出
し
、
全
会

派
一
致
で
、
国
に
意
見
書

を
提
出
! !

入国における万全な
水際対策を求める意見書

1.入国時にPCR検査を実施のうえで、
14日間は宿泊施設で待機をさせること。

2.入国者を待機させるため、空港等に近
い宿泊施設の確保に全力を尽くすこと。

3.空港等に近い宿泊施設の確保が困難
な場合でも、他の宿泊施設に移動し、
14日間の待機が必ず実施されるよう、
しっかりと確認を行うこと。

万
全
な

水
際
対
策
を

責任政党として、厳しくも前向きな提言!!

京
都
市
持
続
可
能
な
行
財
政

審
議
会
か
ら
の
主
な
答
申

社
会
福
祉

公
の
施
設
等

人
件
費
・
業
務
の
効
率
化

資
産
の
有
効
活
用

税
収
増
加
に
つ
な
げ
る

ま
ち
づ
く
り
・

課
税
自
主
権
の
活
用

投
資
的
経
費

地
方
交
付
税
・
府
市
協
調

補 

助 

金

他
会
計
繰
出
金

持続可能なな行財政行財政のの
確立確立へへ向向けてけて

令和3年6月13日 自由民主党京都市会議員団ニュース 第72号

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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ま
い
り
ま
す
。

岩
倉
地
域
の
課
題
、

地
下
鉄
国
際
会
館
駅
前
整
備

■
さ
く
ら
い
泰
広
議
員
（
要
望
）

私
の
地
元
岩
倉
地
域
の
長
年
の
懸

案
で
あ
る
地
下
鉄
国
際
会
館
駅
前

の
一
般
車
両
の
駐
停
車
場
所
の
整

備
に
つ
い
て
、
昨
年
の
11
月
、
岩

倉
南
学
区
、
岩
倉
北
学
区
、
明
徳

学
区
の
自
治
会
長
さ
ん
が
ご
来
庁

さ
れ
、
建
設
局
の
担
当
局
長
に
対

し
、
門
川
市
長
宛
の
要
望
書
を
提

出
さ
れ
、
私
も
同
席
し
ま
し
た
。

本
市
も
要
望
し
て
い
る
国
立
京
都

国
際
会
館
の
整
備
計
画
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
計
画
と
も
歩
調

を
合
わ
せ
た
地
下
鉄
国
際
会
館
駅

前
の
総
合
的
な
整
備
を
是
非
実
現

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
要
望

し
ま
す
。

■
さ
く
ら
い
泰
広
議
員
（
質
問
）

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
が
も
た
ら
さ
れ
、
デ
ジ
タ

ル
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
取
組
な

ど
、
時
代
の
変
化
へ
の
対
応
も
着

実
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
同
時
に
、
本
市

が
こ
れ
ま
で
大
切
に
し
て
き
た
人

と
人
と
の
絆
の
証
で
あ
る
市
民
力
、

地
域
力
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け

進
化
さ
せ
て
い
く
の
か
、
今
は
明

治
維
新
と
同
じ
く
、
未
来
へ
の
黎

明
に
あ
る
も
の
と
前
向
き
に
と
ら

え
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
市
政
運
営
に
つ
い
て
の
市
長
の

決
意
を
伺
い
ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長（
答
弁
）I
C
T

を
活
用
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
、
新
し
い
生
活
ス
タ
イ

ル
に
対
応
し
た
多
様
な
働
き
方
・

学
び
方
を
一
層
進
め
、
京
都
の
最

大
の
強
み
で
あ
る
市
民
力
・
地
域

力
が
更
に
活
か
さ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
前
進
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
は
目
の
前
の
大
き
な
危
機
を

全
力
で
乗
り
越
え
、
基
本
計
画
に

掲
げ
た
京
都
の
未
来
像
の
実
現
を

目
指
し
、
そ
の
た
め
に
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
取
り
組
む
決
意
で
す
。

山
間
地
域
の
学
童
ク
ラ
ブ

の
在
り
方
に
つ
い
て

■
さ
く
ら
い
泰
広
議
員
（
質
問
）

様
々
な
既
存
資
源
を
活
用
し
な
が

ら
、
速
や
か
に
全
小
学
校
区
で
の

学
童
ク
ラ
ブ
設
置
の
取
組
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に

山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
学
童
ク
ラ
ブ
の
整

備
が
遅
れ
て
い
ま
し

た
。
学
童
ク
ラ
ブ
未
設

置
学
区
、
特
に
過
疎

化
、
少
子
化
対
策
に
も

寄
与
す
る
山
間
地
域

の
学
童
ク
ラ
ブ
の
機

能
確
保
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答

弁
）
左
京
区
を
は
じ
め

と
し
た
山
間
地
域
に

お
い
て
も
ニ
ー
ズ
が

見
込
め
る
場
合
、
既
存

の
社
会
資
源
も
生
か

し
な
が
ら
、
積
極
的
に

学
童
ク
ラ
ブ
機
能
の

確
保
に
取
り
組
ん
で

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
等
更
な
る
取
組
に
つ
い
て

は
、
感
染
力
の
強
い
変
異
株
等
を

踏
ま
え
、
感
染
状
況
に
応
じ
た
対

策
を
徹
底
し
、
専
門
的
知
見
や
国

の
動
き
等
を
見
極
め
つ
つ
、
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

個
別
接
種
と
集
団
接
種
の
拡
充
を

図
り
、
本
市
が
予
約
を
受
け
付
け

る
な
ど
新
た
な
仕
組
み
を
設
け
、

負
担
軽
減
を
図
り
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
を
無
駄
に
し
な
い
対

応
は
、
各
医
療
機
関
の
取
組
に
加

え
、
地
域
で
福
祉
活
動
等
に
携
わ

る
方
等
が
駆
け
付
け
る
仕
組
み
を

構
築
し
て
お
り
ま
す
。
速
や
か
な

接
種
の
完
了
に
向
け
、
希
望
さ
れ

る
全
て
の
方
へ
の
接
種
体
制
の
構

築
に
も
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
す
。

子
ど
も
の
育
ち
保
障

衛
生
対
策
と
省
エ
ネ

■
椋
田
隆
知
議
員
（
質
問
）
保
育

体
制
維
持
の
た
め
に
医
療
機
関
で

の
専
門
的
対
応
と
、
感
染
状
況
に

応
じ
た
対
策
の
間
違
い
の
な
い
ガ

■
椋
田
隆
知
議
員
（
質
問
）
医
療

逼
迫
を
招
か
な
い
た
め
の
体
制
構

築
と
迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
、
医
療
機
関
・
関
係
団
体
と

の
更
な
る
連
携
強
化
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

症
状
に
よ
る
入
院
ベ
ッ
ド
の
確

保
と
宿
泊
・
自
宅
療
養
の
的
確
な

マ
ッ
チ
ン
グ
。
速
や
か
な
ワ
ク
チ

ン
接
種
完
了
に
向
け
た
、
確
実
な

供
給
体
制
と
打
ち
手
の
確
保
。
ワ

ク
チ
ン
を
無
駄
に
し
な
い
取
組
の

三
点
が
重
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
確
実
な
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
ご
所
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
府
の

入
院
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と

市
の
保
健
所
と
の
連
携
を
更
に
緊

密
に
し
、
入
院
が
直

ち
に
で
き
な
い
場
合

は
、
宿
泊
療
養
施
設

の
利
用
を
徹
底
し
て

ま
い
り
ま
す
。
や
む

を
え
ず
自
宅
療
養
と

な
る
方
に
つ
い
て
は
、

健
康
観
察
で
連
絡
が

つ
か
な
い
方
の
速
や

か
な
自
宅
訪
問
な
ど

の
対
応
を
徹
底
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
は
、
65
歳
以

上
の
希
望
さ
れ
る
全

て
の
高
齢
者
へ
の
接

種
を
７
月
中
に
確
実

に
完
了
さ
せ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
京
都
府

医
師
会
等
と
連
携
し

イ
ド
ラ
イ
ン
の
裏
付
け
が
必
要
で

す
。
ま
た
保
育
室
・
園
舎
等
の
衛

生
対
策
に
は
、
空
気
感
染
の
防
止

の
た
め
換
気
や
空
間
除
菌
が
必
要

で
す
。
子
ど
も
の
育
ち
の
保
障
の

た
め
の
更
な
る
取
組
、
並
び
に
衛

生
対
策
と
省
エ
ネ
を
両
立
で
き
る

機
器
導
入
に
つ
い
て
、
本
市
の
現

時
点
で
の
考
え
方
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

■
吉
田
良
比
呂
副
市
長
（
答
弁
）

今
年
度
も
実
施
す
る
物
品
購
入
等

の
補
助
制
度
の
中
で
、
機
器
に
つ

い
て
そ
の
効
果
も
含
め
、
対
応
を

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
市
政
運
営
！！

1		�新型コロナウイルス感染症による医療ひっ迫を招かない
ための体制構築とワクチン接種について

2		コロナ禍における保育について

3		コロナ禍を乗り越えるための文化芸術の力について

4		市バス車両内スペースの活用について

5		ジェンダーや働き方などの多様性の在り方について

6		消防体制の今後の在り方について

⃝椋田隆知議員の質問項目⃝

1		�アフターコロナを見据えた市政運営について

2		�災害に強い森林整備の取組について

3		�橋りょうの防災・減災対策について

4		�学校教育の今後の展望について

5		山間地域等における学童クラブの機能確保について

6		�地下鉄国際会館駅前整備について（要望）

⃝さくらい泰広議員の質問項目⃝

高
齢
者
全
員
に
７
月
中
接
種

宿
泊
・
自
宅
療
養
者
へ
の
的
確
な
ケ
ア

市
民
力
、
地
域
力
の
進
化
！！

京
都
の
未
来
像
の
実
現

ワ
ク
チ
ン
が
コ
ロ
ナ
対
策
の
切
り
札

椋
田
隆
知 

議
員

⃝

南
区

さ
く
ら
い
泰
広 

議
員

⃝

左
京
区

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
地
下
鉄
国
際
会
館
駅
前

集団接種（行政区別等会場）
個別接種（協力医療機関）
計999か所（６月1日現在）

16〜64才の市民約83万人
分の接種券を6月28日以降、
順次発送

さらに
新たな予約システム構築
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こ
の
た
び
、
一
三
〇
年
を

超
え
る
歴
史
と
伝
統
あ
る
京

都
市
会
の
第
85
代
議
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
身
に
余
る
光

栄
で
あ
り
、
そ
の
職
責
の
重

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。

　

京
都
市
は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
と
と
も
に
財
政
危

機
に
も
直
面
す
る
中
、
何
よ

　

私
は
平
成
19
年
に
初
当
選
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
以
来
、

京
都
市
政
は
京
都
市
民
の
た
め
に

あ
る
、
議
員
は
「
滅
私
奉
公
」
を

信
条
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

市
会
の
責
務
は
、
行
政
に
対
す
る

監
視
機
能
や
政
策
提
案
・
立
案
機

能
な
ど
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
を

市
民
の
皆
様
に
早
く
、
広
く
、
正

確
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
今
後
議
長
と
し
て
も
「
見
え

る
市
会
」「
伝
わ
る
市
会
」
の
取
組

を
よ
り
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
日
の
京
都
を
築
い
て
こ
ら
れ

り
も
市
民
の
皆
様
の
い
の
ち
と
暮

ら
し
、安
心
・
安
全
を
守
り
、こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
全

力
を
傾
注
す
る
決
意
を
新
た
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

た
先
人
た
ち
の
弛
ま
ぬ
ご
努
力

と
熱
い
思
い
を
深
く
胸
に
刻
み
、

世
界
の
宝
で
あ
る

京
都
を
次
世
代
に

確
実
に
継
承
し
て

い
け
る
よ
う
議
長

と
し
て
の
職
務
を

し
っ
か
り
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
方

の
温
か
い
ご
指

導
・
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

■
平
山
た
か
お
議
員
（
質
問
）
今

年
度
の
改
革
額
と
す
る
2
1
5
億

円
の
財
源
捻
出
に
関
し
、
行
政
が

示
し
た
「
改
革
」
の
中
身
で
は
市

民
理
解
は
得
ら
れ
ず
、
市
長
の
危

機
感
は
そ
の
程
度
の
も
の
か
と
懸

念
し
ま
す
。
今
後
は
誠
実
な
説
明

を
求
め
ま
す
。
今
後
、「
特
別
の
財

源
対
策
」
に
頼
ら
な
い
財
政
運
営

に
努
め
る
べ
き
で
す
が
、
財
政
再

建
の
道
筋
で
あ
る
「
行
財
政
改
革

計
画
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
。
従
来
の
常
識
に
と
ら
わ

れ
な
い
、
大
胆
な
発
想
で
財
政
改

革
を
実
施
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
が
、

い
か
が
お
考
え
で
す
か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
行
財

政
改
革
計
画
で
は
、
特
別
の
財

源
対
策
の
う
ち
、
公
債
償
還
基
金

の
計
画
外
の
取
崩
し
か
ら
令
和
15

年
度
ま
で
に
脱
却
す
る
目
標
を
掲

げ
、
令
和
7
年
度
に
基
金
残
高

1
0
0
0
億
円
以
上
確
保
す
る

こ
と
を
「
必
達
目
標
」
と
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
今
後
、
5
5
0
人

の
職
員
削
減
に
よ
る
人
件
費
の
縮

減
や
歳
出
上
限
の
設
定
等
の
ほ
か
、

新
税
•
超
過
課
税
の
活
用
の
具
体

的
検
討
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

京
都
経
済
へ
の
対
策

に
つ
い
て

■
平
山
た
か
お
議
員
（
質
問
）
自

民
党
市
議
団
が
提
案
し
た
「
京
都

市
中
小
企
業
等
再
起
支
援
補
助

金
」
の
申
請
件
数
が
仮
に
多
数
と

な
っ
て
も
、
必
ず
申
請
者
全
員
の

思
い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ

き
で
す
。
一
方
、
そ
れ
だ
け
で
決

し
て
十
分
で
は
な
く
、
出
来
得
る

限
り
の
支
援
策
を
講
じ
、「
京
都

の
事
業
者
は
必
ず
守
る
」
と
の
市

長
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
繋
げ
る

べ
き
で
す
。
ま
た
、
感
染
防
止
対

策
を
真
面
目
に
講
じ
て
い
る
飲
食

店
等
に
は
、
営
業
時
間
の
延
長
等

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
設
け
た
上

で
、
各
種
補
助
金
や
給
付
金
は
売

上
額
や
納
税
額
に
応
じ
た
施
策
と

す
る
な
ど
、
事
業
規
模
に
関
わ
ら

ず
、
真
面
目
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ

る
方
が
報
わ
れ
る
施
策
を
構
築
す

べ
き
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
自
民

党
市
議
団
か
ら
の
提
案
を
基
に
創

設
し
た
中
小
企
業
等
再
起
支
援
補

助
金
が
必
要
と
さ
れ
る
全
て
の
事

業
者
に
行
き
渡
る
よ
う
、
追
加
補

正
も
含
め
て
し
っ
か
り
と
対
応
し

ま
す
。
ま
た
、
平
山
議
員
ご
指
摘

の
通
り
、
再
起
支
援
補
助
金
の
制

度
改
正
な
ど
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る

事
業
者
支
援
策
を
検
討
し
ま
す
。

真
面
目
に
取
り
組
む
事
業
者
へ
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
導
入
も
他
都
市

の
事
例
も
参
考
に
検
討
し
、
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
支
援
策
を
講
じ
ま
す
。

団　長
橋村　芳和

代表幹事
津田　大三
寺田　一博

都市計画審議会委員
西村　義直
下村あきら
椋田　隆知
豊田　恵美

副団長
みちはた弘之

加藤　昌洋
幹　事 平山たかお

井上よしひろ

政策委員長
田中たかのり

議　長
田中　明秀

※赤字…委員長
※青字…副委員長
※  ◆  …理事

監査委員
𠮷井あきら

予算・決算特別委員会
第１分科会 第２分科会 第３分科会
しまもと京司 さくらい泰広 平山たかお
橋村　芳和 繁　　隆夫 富　きくお
寺田　一博 中村三之助 津田　大三
山本　恵一 田中　明秀 𠮷井あきら
田中たかのり 下村あきら 西村　義直
加藤　昌洋 みちはた弘之 椋田　隆知
井上よしひろ 森田　　守 やまずまい子

豊田　恵美

総務消防 文化環境 教育福祉 まちづくり 産業交通水道
田中たかのり 井上よしひろ 森田　　守 豊田　恵美 椋田　隆知
寺田　一博 橋村　芳和 中村三之助 繁　　隆夫 富　きくお
しまもと京司 山本　恵一 田中　明秀 津田　大三 西村　義直
さくらい泰広 加藤　昌洋 𠮷井あきら 下村あきら 平山たかお

やまずまい子 みちはた弘之

市会運営委員会
津田　大三 ◆
寺田　一博 ◆
加藤　昌洋
平山たかお
井上よしひろ

市政のリーダーシップ 自民党市会議員団

行財政改革を
断行すべし
行財政改革を
断行すべし
行財政改革を
断行すべし

令和15年度までに

公債償還基金の
計画外の取崩し
からの脱却

令和15年度までに

公債償還基金の
計画外の取崩し
からの脱却

令和15年度までに

公債償還基金の
計画外の取崩し
からの脱却

1		�行財政改革計画（持続可能な行財政）について
2		�経営健全化団体に陥ることがほぼ確実な地下鉄経

営について
3	コロナ禍における京都経済への対策について
4		�アフターコロナを見据えた新たな観光の在り方に

ついて
5		�ごみ収集における業務の効率化と体制の拡充につ

いて

自民党主導で「事業者支援
の一層の充実を求める意見
書」を全会派一致で可決

京都市会から国に要望さらに

⃝平山たかお議員の質問項目⃝

問
わ
れ
る
財
政
改
革
の
中
身

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

特
別
の
財
源
に
頼
ら
ぬ
財
政
運
営
を

平
山
た
か
お 

議
員

⃝

東
山
区

【
代
表
質
問
】
5
月
市
会
（
5
月
21
日
）

第
85
代
京
都
市
会
議
長

田
中　

明
秀

世界の宝で世界の宝で
ある京都をある京都を
次世代に次世代に

令和3年6月13日 自由民主党京都市会議員団ニュース 第72号

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

3



皆さん皆さんのの

ご意見・ご
要望

ご意見・ご
要望をを

お寄せ下さ
い

お寄せ下さ
い

〒604-8571 京都市中京区河原町御池
自民党京都市会議員団
 jimin3@nifty.com FAX.257-3091

自由民主党市会議員団に聞きました

持続可能な
行財政の確立
に向けて

　

将
来
世
代
に
負
担
を
転
嫁

さ
せ
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
歳
入

歳
出
の
両
面
か
ら
、
収
支
バ

ラ
ン
ス
の
不
均
衡
を
徹
底
的

に
見
直
し
、
今
と
未
来
に
責

任
を
持
ち
、
し
っ
か
り
と
議

論
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
で
き
る
こ
と
は
全
て
実

行
！
」
そ
の
思
い
を
全
庁
で

共
有
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
を

行
い
、
実
現
可
能
な
改
革
に

よ
っ
て
次
世
代
へ
安
心
安
全

な
街
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
尽
力
し
ま
す
。

　

歳
入
・
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
た
財
政
運
営
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と

違
い
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
財
政

を
構
築
す
る
こ
と
で
、
未
来

に
希
望
と
責
任
を
持
っ
た
市

政
運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
始
ま
っ

た
が
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
ま
で

は
社
会
的
弱
者
へ
十
分
配
慮

し
つ
つ
、
危
機
的
財
政
状
況

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解

頂
き
本
市
独
自
の
施
策
も
見

直
し
、
税
収
増
加
を
図
り
現

在
・
未
来
に
責
任
を
。

　

更
な
る
税
収
確
保
を
目
指

し
、
定
住
人
口
増
加
促
進
や

企
業
の
積
極
的
誘
致
が
重

要
と
考
え
ま
す
。
厳
し
い
財

政
状
況
下
で
も
未
来
を
見
据

え
た
効
果
的
な
投
資
を
行
い
、

京
都
市
の
魅
力
向
上
、
発
信

に
努
め
ま
す
。

　

市
民
が
納
得
し
共
感
が
得

ら
れ
る
よ
う
目
標
と
方
向
性

を
示
す
こ
と
。
受
益
者
負
担

の
適
正
化
に
よ
る
持
続
化
を

目
指
し
、
安
ら
か
で
明
る
い

未
来
に
つ
な
が
る
施
策
で
あ

る
と
、
丁
寧
な
説
明
を
尽
く

す
こ
と
が
肝
心
。

　

市
職
員
が
、
い
ま
の
危
機

感
を
共
有
し
、
当
た
り
前
を

見
直
す
こ
と
で
財
政
コ
ス
ト

を
縮
減
す
る
と
と
も
に
、
税

以
外
の
財
源
確
保
（
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
I
C
O
）

に
も
積
極
的
に
も
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

永
遠
の
課
題
で
す
が
、
自

然
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
な
ど
か
ら
市
民
生
活
を
守

る
た
め
の
政
策
や
予
算
に
つ

い
て
は
、
厳
し
く
と
も
確
保

で
き
る
よ
う
国
や
府
な
ど
と

も
連
携
で
き
る
仕
組
み
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。

　

着
実
な
行
財
政
改
革
を
推

し
進
め
、
安
心
・
安
全
で
将
来

に
希
望
が
持
て
る
よ
う
な
改

革
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
伝
統
・
魅
力
を
強
み
と

し
、確
実
な
未
来
像
が
示
せ
る

よ
う
更
な
る
改
革
に
邁
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

地
域
密
着
型
の
議
員
活
動

か
ら
様
々
な
意
見
を
伺
っ
て

い
ま
す
。
今
京
都
に
何
が
必

要
か
？
未
来
に
向
け
て
何
を

す
べ
き
か
？
京
都
市
持
続
可

能
な
行
財
政
審
議
会
の
答
申

も
踏
ま
え
、
京
都
ら
し
い
街

づ
く
り
に
頑
張
り
ま
す
。

　
「
子
育
て
世
代
や
若
年
層

が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
」「
京
都
の
強
み
を
活
か
し

た
魅
力
あ
る
経
済
の
再
生
と

構
築
」
が
特
に
重
要
で
あ
り
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
長
期
的
な
視
点
で
の
改
革

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

入
湯
税
や
宿
泊
税
に
続
く

税
収
増
と
、
市
民
に
し
っ
か

り
説
明
し
た
上
で
の
本
市
独

自
の
施
策
の
見
直
し
や
人
件

費
等
の
歳
出
削
減
に
取
り
組

む
。
ま
た
減
少
が
続
く
地
方

交
付
税
に
つ
い
て
我
々
が
更

に
声
を
あ
げ
て
い
く
。

　

伏
見
港
が
国
交
省
の
港
オ

ア
シ
ス
に
登
録
（
内
陸
部
の

港
で
は
唯
一
）。
観
光
は
京
都

市
の
大
切
な
産
業
。経
済
的
効

果
も
高
い
。ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
観
光
の
分
散
化

や
新
た
な
資
源
の
発
信
の
更

な
る
推
進
を
。

　

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
持
続
可
能
な
行
財
政
の
確

立
に
向
け
て
の
取
組
は
、
現

コ
ロ
ナ
危
機
と
財
政
危
機
の

２
つ
の
危
機
を
克
服
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
叡
智
を

結
集
し
総
力
を
上
げ
成
長
戦

略
の
構
築
が
肝
要
で
す
。

　

時
代
の
変
遷
で
、
結
果
と

し
て
収
入
を
上
回
る
市
民
へ

の
還
元
が
常
態
化
し
、
構
造

的
な
変
革
抜
き
で
は
、
未
来

を
担
う
子
供
達
に
課
題
を
押

し
付
け
る
事
に
。
早
期
の
脱

却
に
向
け
、
皆
さ
ん
の
納
得

い
く
改
革
を
進
め
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
計
画
案
も
示

さ
れ
た
が
、
財
政
の
基
本
に

立
ち
返
り
、
従
来
の
延
長
線

で
は
な
く
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で

総
事
業
を
点
検
。
予
算
編
成

方
法
を
見
直
し
、
市
民
の
皆

様
に
ご
理
解
頂
け
る
「
改
革
」

を
実
施
す
べ
き
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
福
祉
の
向
上
を
原
則
と

し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
行
財

政
の
確
立
の
た
め
、
ま
ず
は

市
民
の
皆
様
に
丁
寧
な
説
明
、

情
報
発
信
に
努
め
、
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

議
員
活
動
10
年
来
、
私
の

市
政
報
告
で
も
継
続
し
て

（
そ
れ
ま
で
永
年
の
負
の
巨

額
遺
産
で
あ
っ
た
）
累
積
債

務
・
削
減
取
組
み
値
を
公
開

し
続
け
、
京
都
文
化
や
芸
術

等
も
産
業
化
等
、
経
済
・
税

収
増
策
を
強
力
推
進
！

　

今
日
に
至
る
ま
で
の
京
都

市
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

市
会
に
お
い
て
も
強
い
決
意

を
も
っ
て
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で

独
自
施
策
の
見
直
し
を
求
め
、

将
来
世
代
へ
の
負
担
の
先
送

り
を
防
ぎ
ま
す
。

　

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
組

織
の
ス
リ
ム
化
や
事
務
事
業

の
見
直
し
に
よ
る
業
務
量
の

削
減
・
業
務
量
の
効
率
化
等

積
極
的
に
取
り
組
み
、
財
源

確
保
対
策
と
し
て
保
有
資
産

の
活
用
、
未
利
用
資
産
の
売

却
・
貸
付
に
努
め
る
こ
と
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
見
直

し
て
無
駄
を
省
く
。
同
時
に

徹
底
し
て
京
都
の
強
み
を
生

か
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展

な
ど
新
た
な
潮
流
も
と
ら
え

て
改
革
を
断
行
し
、
持
続
可

能
な
市
政
を
確
立
。

　

収
支
の
不
均
衡
と
将
来
世

代
へ
の
負
担
の
先
送
り
を
解

消
し
、
中
長
期
展
望
に
基
づ

く
改
革
の
推
進
が
必
要
で
あ

る
。
市
民
の
皆
様
の
生
活
を

第
一
に
、
受
益
と
負
担
の
あ

り
方
を
踏
ま
え
た
財
源
の
再

配
分
を
行
い
た
い
。

や
ま
ず
ま
い
子

下京区

中
村
三
之
助

上京区

山
本
　
恵
一

北区

寺
田
　
一
博

上京区

津
田
　
大
三

中京区

平
山
た
か
お

東山区

加
藤
　
昌
洋

中京区

富
　
き
く
お

山科区

𠮷
井
あ
き
ら

山科区

森
田
　
　
守

右京区

井
上
よ
し
ひ
ろ

右京区

橋
村
　
芳
和

伏見区

下
村
あ
き
ら

下京区

田
中
　
明
秀

西京区

田
中
た
か
の
り

右京区

み
ち
は
た
弘
之

伏見区

西
村
　
義
直

西京区

繁
　
　
隆
夫

伏見区

椋
田
　
隆
知

南区

し
ま
も
と
京
司

南区

豊
田
　
恵
美

左京区

さ
く
ら
い
泰
広

左京区
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環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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